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良
好
な
歴
史
的
景
観
を
形
成

伝
統
文
化
の
育
成
支
援
も

 

●
計
画
の
主
な
事
業

旧
矢
嶋
邸
の
復
原
や
寺
院
群
を
巡
る
周
遊
ル
ー
ト
の
整
備

旧
矢
嶋
邸
と
郷
土
館
を

一
体
的
に
整
備

　

上
一
之
町
に
あ
る
旧
矢
嶋
邸
は
、

江
戸
時
代
に
高
山
の
文
化
を
担
っ
た

町
年
寄
の
邸
宅
跡
で
、
当
時
の
土
蔵

が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
土
蔵
以
外
は
鉄
骨
造
の

事
務
所
な
ど
に
改
築
さ
れ
て
い
る
た

め
、
歴
史
的
風
致
に
調
和
し
た
も
の

に
は
な
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
土
蔵
な
ど
を
活
用
し
、

隣
接
す
る
市
郷
土
館
と
一
体
的
に
整

備
し
、
歴
史
・
美
術
展
示
施
設
と
し

て
歴
史
的
風
致
の
拠
点
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
整
備
の
設
計
に
あ

た
っ
て
は
、
複
数
の
事
業
者
か
ら
提

案
さ
れ
た
企
画
を
審
査
し
、
最
も
優

れ
た
提
案
者
と
契
約
す
る
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
実
施
し
ま
す
。

人
や
文
化
財
と
ふ
れ
あ
う

周
遊
ル
ー
ト
や
遊
歩
道
も

　

一
方
、
伝
統
的
な
生
活
感
に
触
れ

な
が
ら
、
歩
い
て
文
化
財
を
巡
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
古
い
町
並
と
東
山

寺
院
群
を
有
機
的
に
結
ぶ
石
敷
・
カ

ラ
ー
舗
装
、
休
憩
ベ
ン
チ
な
ど
を
配

し
た
周
遊
ル
ー
ト
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
石
垣
が
当
時
の
面
影
を
残

し
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
城
山
は
、
石
垣

保
護
の
た
め
の
適
切
な
刈
り
払
い
や

遊
歩
道
の
再
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
祭
礼
衣
装
の
整
備
な
ど

伝
統
行
事
の
資
質
向
上
に
も
取
り
組

む
予
定
で
す
。

問
合
先

都
市
整
備
課

35-

3
1
7
6

文
化
財
課

35-

3
1
5
6

現在の旧矢嶋邸跡（高い建物）。手前は郷土館

東山遊歩道

重点区域の範囲と周遊ルートイメージ
◎
重
点
区
域（
城
下
町
高
山
）

◎
周
遊
ル
ー
ト
イ
メ
ー
ジ

◎
重
点
区
域
内
の
文
化
財

　

国
指
定
・
選
定
文
化
財 

　

国
登
録
文
化
財

　

文
化
財
収
蔵
展
示
施
設

県
・
市
指
定
文
化
財

そ
の
他
文
化
財 

下二之町大新町
伝統的建造物群
保存地区

吉島家住宅

日下部家住宅

三町伝統的建造
物群保存地区

高山陣屋跡

松本家住宅

高山祭屋台（23基）

旧矢嶋邸

高山市郷土館
照蓮寺本堂


